
デジタル社会における学び方と学びの場 ーオンライン環境で「出来ること」「すべきこと」

開催地： グループ： 2022.

•1

４班 9.11

リアルとの多様性



オンライン環境で
できること すべきこと

メタバース



zoomだけだと授業をきて終わり

↓

友達作りが向いていない

↓

メタバース空間があるとアバター同士が会える(現実
に近い)



メタバースのメリット

・学校に通いずらい人が授業を受けやすい

・色々な人と交流ができる(外国の人との交流など)

・時間を短縮することができる(移動時間など)

・匿名性が保たれる(名前を晒さなくてもよい)

・コロナや災害による授業の進行を止めなくてもよ
い



メタバースのデメリット

・回線問題(ネットが使えなければいけない)

・授業をさぼってしまう人がいる

・テストでの不正

＝インターネットにおけるデメリット

メリットの多いメタバースを使いたい



メタバースのもつ課題

・サーバーの管理や耐久性

・インターネットの普及

新しい技術なのでまだまだ考えなければならないこ
とが多い



まとめ

・現在のICTでできないことをメタバースでやる

・多様性に対応できる技術

・すでに使えるサービスである

リアルとメタバースのバランスを取りながら学びの
スタイルの多様化を目指す


